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2022 年 4 月、高校で新しい教科書を使った授業がスタートしまし

た。その学年が高校3年生になり、2025年 1月に実施される共通テ

ストが大きく変更されます。 

 

新科目 

よく話題になるのが、プログラミングの基礎などを学ぶ「情報」が入

試科目として追加されることです。国立大学の入試においては基本

的に情報が必須となります。公立大学でも半数ほどが必須としてい

ます。しかし過去問がなく、対応に不安があるかもしれません。でも

試作問題が公表されているので、ある程度の方向性は見えますね。 

まずは志望校の入試要項を確認してみましょう。国公立大学の 1次試験である共通テストの結果については、科目

によって得点を加重平均する場合が多いです。公表している大学の中には総得点に占める割合が 5％以下という

ところもあります。ウェートが低いなら、それほど気にしなくてもいいかもしれませんね。（対策をしなくても大丈夫と

いう意味ではありません。） 

 

国立大学、公立大学の入試科目 

国立大を受験するには、共通テスト５教科７科目が必要だったのが、「情報」を加えて６教科８科目を必須とする大

学が一般的になります。それに対して公立大では、３～４教科の少数教科で受験可能なところもあります。 

文系学部の入試では、外国語、数学２科目、国語、情報に加えて、理科（〇〇基礎）と、地歴公民から２科目の合計

８科目とするところが主流です。 

理系学部では、外国語、数学２科目。国語、情報に加えて、理科２科目と地歴公民から１科目です。理科は生物・地

学・物理・化学の４科目から選択する大学が多くなっています。 

一部の難関大学では地歴公民の「地理総合／歴史総合／公共」を、選択科目として認めていないところもあります。 

 

試験時間の変更 

「数学Ⅱ・B」が「数学Ⅱ・B・C」となり出題範囲の変更、また試験時間も 10分長くなります。 

国語についても試験時間が 10分間延長されます。大問の出題構成も変わるので、要注意です。 

 

組み合わせ 

社会で 2 科目を受験する場合、「この組み合わせでは受験できない」というパターンがあるので注意が必要です。

例えば、「公共、倫理」と「公共、政治・経済」の組み合わせはできません。また「地理総合、歴史総合、公共」を選択

する場合は、同じ名称を含む科目の選択ができません。「地理探求」や「歴史探求」「公共、倫理」ですね。 

 

私立大学の共通テスト利用 

共通テストの結果だけで合否判定をしてくれる私立大学の共通テスト利用方式での入試。こちらは 2～3 科目で

判定という場合が多く、新課程でのテストといっても大きく変更はありません。 
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